
計
工
連
が
計
量
法
の
解
説
セ
ミ
ナ

計
工
連
が
計
量
法
の
解
説
セ
ミ
ナ
ーー

　

月　
日　
・　
日　
の
2
日
間
、大
阪
市
で
開
催

10

25

（水）
26

（木）

臆

俺

牡

卸

桶桶桶桶桶桶桶

桶桶桶桶桶桶桶

乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙

乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙

後
の
経
過
・
計
量
法
の
構
成

と
実
施
体
制
・
定
義
等
の
解

説
）
＝
山
口
詩
希
鬼
（
計
量

事
務
所
エ
ル
・
メ
ッ
ト
、
前

産
業
技
術
総
合
研
究
所
法
定

計
量
技
術
科
長
）
▽
正
確
計

量
（
・
計
量
単
位
に
つ
い
て

の
規
定
・
商
品
量
目
等
）
＝

山
口
詩
希
鬼
（
同
）
▽
計
量

器
の
規
制
（
製
造
等
）（
・
政

令
、
省
令
の
規
定
類
・
製
造
、

修
理
、
販
売
毎
に
規
制
内
容

の
解
説
）
＝
山
口
詩
希
鬼

（
同
）▽
計
量
器
の
規
制（
検

定
等
）（
・
法　

条
の
解
説
・

71

型
式
承
認
、
器
差
検
定
の
解

説
・
検
定
証
印
と
基
準
適
合

証
印
）
＝
山
口
詩
希
鬼
（
同
）

▽
質
疑
応
答

【　

月　

日　

】
▽
計
量
証

10

26

（木）

明
と
計
量
管
理
（
・
計
量
証

明
事
業
と
自
主
管
理
の
考
え

方
・
J
C
S
S
事
業
の
解
説
）

＝
山
口
詩
希
鬼
（
同
）
▽
運

用
と
ま
と
め
（
・
運
用
事
例

の
紹
介
と
解
説
・
ま
と
め
）

＝
山
口
詩
希
鬼
（
同
）
▽
質

疑
応
答
▽
計
量
法
政
省
令
改

正
の
内
容
に
関
す
る
解
説
～

計
量
器
産
業
へ
の
影
響
と
対

応
に
つ
い
て
～
＝
小
島
孔

（
日
本
計
量
機
器
工
業
連
合

会
常
務
理
事
）

休
刊
の
お
知
ら
せ

　

7
月　

日
付
は
休
刊

16

し
、
次
号
は
7
月　

日
付

23

（
3
1
5
7
号
）
と
し
て

発
行
し
ま
す
。

　

日
本
分
析
機
器
工
業
会

（
J
A
I
M
A
、
栗
原
権
右

衛
門
会
長
）
と
日
本
科
学
機

器
協
会
（
J
S
I
A
、
矢
澤

英
人
会
長
）
が
共
同
で
主
催

し
て
い
る
、
ア
ジ
ア
最
大
級

の
分
析
機
器
・
科
学
機
器
の

専
門
展
示
会
「
J
A
S
I
S

　
（
ジ
ャ
シ
ス
）
2
0
1
7
」

（
2
0
1
7
年
9
月
6
日　
（水）

～
8
日　

、
幕
張
メ
ッ
セ
）

（金）

の
開
催
概
要
が
決
ま
っ
た
。

7
月
3
日
か
ら
、
同
展
示
会

の
来
場
者
事
前
入
場
登
録
を

開
始
し
た
。

■
昨
年
の
講
演
を
オ
ン
デ
マ

ン
ド
で
視
聴

　

来
場
者
事
前
入
場
登
録
を

す
る
と
、
昨
年
の
J
A
S
I

S
の
人
気
講
演　

タ
イ
ト
ル

24

を
オ
ン
デ
マ
ン
ド
で
視
聴
で

き
る「JA

S
IS
W
ebE
x
p

o

」
へ
の
ロ
グ
イ
ン
I
D
も

自
動
取
得
で
き
る
。
す
ぐ
に

「JA
S
IS
W
ebE
x
po

」

へ
ロ
グ
イ
ン
で
き
る
。

　
「
J
A
S
I
S　

2
0
1

7
」
は
、
2
0
1
7
年
9
月

6
日　

～
8
日　

の
3
日

（水）

（金）

間
、
幕
張
メ
ッ
セ
お
よ
び
周

辺
の
施
設
で
開
催
す
る
。
展

示
会
場
は
幕
張
メ
ッ
セ
国
際

展
示
場
の
4
～
8
ホ
ー
ル
を

使
用
。

　

新
技
術
説
明
会
、
コ
ン

フ
ァ
レ
ン
ス
、
セ
ミ
ナ
ー
は

ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
幕

張
、
ア
パ
ホ
テ
ル
＆
リ
ゾ
ー

ト
〈
東
京
ベ
イ
幕
張
〉、
幕
張

メ
ッ
セ
国
際
会
議
場
で
開
催

す
る
。

　

展
示
会
規
模
は
、
6
月　
29

日
時
点
で
、
出
展
者
数
5
0

0
社
・
機
関
、
総
小
間
数
1

4
7
2
小
間
で
あ
り
、
こ
れ

は
過
去
最
大
で
あ
っ
た
昨
年

と
近
似
し
た
規
模
に
な
る
。

海
外
か
ら
も
、
米
国
、
英
国
、

中
国
、
韓
国
を
は
じ
め　

カ
14

国
か
ら
の
出
展
が
予
定
さ
れ

て
い
る
。

　

セ
ミ
ナ
ー
・
コ
ン
フ
ァ
レ

ン
ス
の
合
計
は
約
5
0
0
。

■
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は

「
未
来
発
見
。」

　

J
A
S
I
S
の
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
は
「
未
来
発
見
。」

（D
isco
v
e
r
th
e
F
u
t

u
re.

）。

■
多
彩
な
企
画

▽
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
ゾ
ー
ン
▽
オ
ー

プ
ン
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

フ
ォ
ー
ラ
ム
（
テ
ー
マ
別
新

技
術
説
明
会
）
▽
サ
イ
エ
ン

ス
セ
ミ
ナ
ー
「
ア
イ
ン
シ
ュ

タ
イ
ン
の
奏
で
る
宇
宙
か
ら

改
正
の
内
容
を
正
確
に
把
握

し
、
新
制
度
に
的
確
に
対
応

す
る
機
会
」
と
し
て
、
参
加

を
呼
び
か
け
て
い
る
。

【
開
催
期
日
】
2
0
1
7
年

　

月　

日　

（　

時
～　

10

25

（水）

10

17

時
）・　

月　

日　

（
9
時　

10

26

（木）

30

分
～　

時　

分
）
の
2
日
間

16

30

【
会
場
】
新
大
阪
丸
ビ
ル
新

館
6
階
6
0
9
号
室
（
〒
5

3
3
―
0
0
3
3
、
大
阪
府

大
阪
市
東
淀
川
区
東
中
島
1

―　

―　

、
電
話
0
6
―
6

18

27

3
2
1
―
1
5
1
6
（
総
合

受
付
）、F
A
X
0
6
―
6
3

2
3
―
3
7
0
5
、http:/

/w
w
w
.jap
an
-life.co

.jp/access.ph
p

）

【
テ
キ
ス
ト
】
会
場
で
専
用

資
料
を
配
付

【
参
加
費
（
テ
キ
ス
ト
代
・

消
費
税
込
）】▽
会
員
2
万
3

7
6
0
円
／
1
人
（
団
体
会

員
の
会
員
企
業
を
含
む
）
▽

会
員
外
2
万
9
1
6
0
円
／

1
人

【
受
付
方
法
】
先
着
定
員
制

　

名
50【

申
込
方
法
】
申
込
書
を
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
（h

ttp
://w

w
w
.k
e
ik
o
re
n
.o
r.jp

/sem
in
ar/20170628

.h
tm
l

）
し
、
申
し
込
む
。

申
込
後
の
キ
ャ
ン
セ
ル
は
不

可
。

【
申
込
期
日
】
9
月　

日　
15

（金）

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
】

同
会
業
務
部
（
田
口
）
＝
〒

1
6
2
―
0
8
3
7
、
東
京

都
新
宿
区
納
戸
町　

―
1
、

25

電
話
0
3
―
3
2
6
8
―
2

1
2
1
、
F
A
X
0
3
―
3

2
6
8
―
2
1
6
7
、
電
子

メ
ー
ルjm

if@
k
e
ik
o
re

n
.or.jp

プ
ロ
グ
ラ
ム（
講
義

テ
ー
マ
、講
師
）

【　

月　

日　

】
計
量
法
総

10

25

（水）

論
▽
計
量
法
と
は
（
・
平
成

4
年
の
改
正
要
旨
と
、
そ
の

（1） 2017年（平成29年）7月9日（日）第 3156号 （　　　　）昭和26年4月4日 
第三種郵便物認可

計
工
連
が
計
量
法
の
解
説
セ
ミ
ナ
ー
を
大
阪
で
、
J
A

S
I
S
2
0
1
7
事
前
登
録
受
付
開
始 

①
面

資
料
「
計
量
法
施
行
令
及
び
計
量
法
関
係
手
数
料
令
の

一
部
を
改
正
す
る
政
令
」
関
連 

②
③
面

計
量
士
国
家
試
験
問
題　
 

④
⑤
面

（8）

総
会
「
神
奈
川
県
計
量
協
会
」「
兵
庫
県
計
量
協
会
」 ⑥
面

韓
国
の
計
量
事
情　

、
社
説 

⑦
面

（4）

ガ
ラ
ス
製
水
銀
温
度
計
は
使
用
で
き
ま
す
、
新
製
品 
⑧
面

今週の主な記今週の主な記事事
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
」
▽
特
別
セ

ミ
ナ
ー
「
分
析
・
科
学
機
器

と
日
本
薬
局
方
」
▽
新
技
術

説
明
会
▽
J
A
S
I
S
コ
ン

フ
ァ
レ
ン
ス
▽
サ
イ
エ
ン
ス

ス
テ
ー
ジ
▽
「
科
学
・
分
析

機
器
総
覧
2
0
1
7
印
刷

版
」、「
科
学
・
分
析
機
器
総

覧
C
D
版
」、「
分
析
機
器
の

手
引
き
」
を
会
場
内
特
設

コ
ー
ナ
ー
で
無
料
配
布
（
数

量
限
定
）。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
事
務
局

（
日
本
分
析
機
器
工
業
会

内
、
小
森
）
＝
電
話
0
3
―

3
2
9
2
―
0
6
4
2
、
電

子
メ
ー
ルw

e
b
m
aste

r

@
jaim
a.or.jp

　

日
本
計
量
機
器
工
業
連
合
会
（
計
工
連
）
は
、「
計
量
法

に
係
る
解
説
セ
ミ
ナ
ー
」
を
、　

月　

日　

・　

日　

の

10

25

（水）

26

（木）

2
日
間
、
大
阪
市
東
淀
川
区
の
新
大
阪
丸
ビ
ル
新
館
6
階

6
0
9
号
室
で
開
催
す
る
。
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
計
量
法

に
関
す
る
基
礎
か
ら
応
用
ま
で
の
理
解
を
深
め
る
た
め
の

解
説
と
と
も
に
、
最
新
の
政
省
令
改
正
に
つ
い
て
も
解
説

す
る
。
非
会
員
も
参
加
で
き
る
。

　

計
工
連
が
開
催
す
る
こ
の

セ
ミ
ナ
ー
は
、企
業
の
経
営
、

事
業
運
営
に
大
き
く
か
か

わ
っ
て
く
る
計
量
法
に
関
し

て
、
法
制
度
全
般
の
し
く
み

や
体
系
、
条
文
の
読
み
方
、

そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
等
、

基
礎
か
ら
応
用
ま
で
を
広
く

学
ぶ
た
め
の
も
の
。
ま
た
、

最
新
の
政
省
令
改
正
に
つ
い

て
も
詳
し
く
解
説
す
る
。

　

計
工
連
は
「
計
量
法
を
基

礎
か
ら
理
解
す
る
絶
好
の
機

会
で
あ
り
、
ま
た
、
政
省
令

「
J
A
S
I
S 
2
0
1
7
」開
催
概
要
決
定

7
月
3
日
、来
場
者
事
前
入
場
登
録
受
付
を
開
始


